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Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

  平成17年９月、西根町、松尾村、安代町の３町村

が合併して誕生した八幡平市は、青森県・秋田県と

接し北東北３県の中心に位置し、岩手山・八幡平・

安比高原の恵みに満ちた、交通新拠点を目指して大

きな一歩を踏み出した市である。地形は、北に安比

川、南に赤川・松川が流れ、２つの活火山である岩

手山・八幡平があり、自然豊かな地域である。しか

し、雨が長く続くと安比川上流は氾濫を起こしやす

く、冬は地域全体が相当の積雪が見込まれる場所で

もある。 

  今年度、文部科学省委託事業「学校安全総合支援

事業」の「いわての復興教育スクール＜内陸＞」に

指定され、平舘小学校、寺田小学校、西根第一中学

校と連携を図りながら復興教育に取り組んだ。特に、

それぞれの学校で作成したハザードマップ等を本

校文化祭にて展示発表、比較することで他校の良い

点や自校で足りない点を確認し補う活動を考えた。 

  また、本校としては初めて行った避難所開設シミ

ュレーションを通して、避難の大切さや岩手山の噴

火を想定した防災教育に取り組んだ。 

 

Ⅱ 取組の概要 

 １ 事業計画に関する小・中・高情報共有事業 

   (６月24日) 

   県教育委員会学校調整課主任指導主事、八幡平 

市教育委員会担当指導主事、各校の校長が出席し、 

本校校長室において今年度の各校の取組を確認し 

た。さらに各校の窓口となる教員がメール等で各 

校の事業を案内し、可能な場合は互いに参観する 

形で取り組むことを確認した。 

   

 ２ ハザードマップ作成事業 

   文化祭展示発表(10月 20日)に向けて３学年、 

１学年においてそれぞれ次のような取り組みを行 

った。また、同一地区内で進めている小・中学校 

の防災に関する取組の展示発表を行った。内容は、 

以下のとおりである。 

 

 

 

（１）３学年 

   ア  岩手山立体模型の作成   

    イ  岩手山噴火で想定される災害の種類のまと 

    め 

      ウ  火山噴火で引き起こされる災害への対処の 
まとめ 
エ 気象庁発表の噴火レベル警戒レベル一覧表 

及び岩手山噴火レベル一覧表 

（２）１学年  
  ア 火山災害への対策  
  イ 災害の知識(火山以外の災害、火山の恩恵

を含んだ内容) 
  ウ 防災と火山(災害の種類) 

  エ 火山災害と防災 
  オ 防災対策 等 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

(平舘高校展示発表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(岩手山立体模型) 

 

（３）平舘小学校 
学区内の各地区ごとの防災マップ(防災に役

立つ情報まとめ)  

「学校安全総合支援事業」（いわての復興教育スクール〈内陸〉）成果報告書 

  学校名：岩手県立平舘高等学校 
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４ 防災リーダー養成事業(９月18日、19日) 
  防災担当中核教員及び生徒は1学年生徒が下
記の２カ所の見学・学習等を行った。 
（１）県立総合防災センター見学 

     センター職員による防災に対する講義、 

火災を想定した煙避難体験、阪神大震災に 

おける震度７を想定した地震体験、東日本 

大震災津波に係る防災ビデオ視聴、所内防 

災に係る展示物見学等を行った。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

     (センター職員による講義) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        (地震体験) 

 

（２）岩手山火山防災情報ステーション・イー 

ハトーブ火山局見学 

     八幡平市防災安全課職員による「防災講

座」を受講し、イーハトーブ火山局内を見

学。中核教員は、八幡平市防災安全課職員

と避難所運営に係る運営等について協議し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

        (火山局内見学学習) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (市防災安全課職員と中核教員による打合せ) 

 

５ 県教育研究発表会「いきる かかわる そなえる」

分科会にて発表(２月 14日) 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１）アンケート結果から 

    全校生徒 183 名、事前アンケート(８月実施

177名回答)、事後アンケート(11月実施 180名

回答)  

ア 学校周辺や居住付近の危険箇所を知っている 

生徒の割合が事前 35.6%から事後 53.3%へと高  

まった。このことは、ハザードマップ作成事業

を通して高まったものと捉える。 

イ 居住付近の避難場所を知っている生徒の割合 

   が50.3%から81.7%と高まった。このことは、避

難所運営(想定)事業等を通して普段から防災・

避難等について「そなえる」心がけが育ってき

たからと考える。 

ウ 避難場所でボランティア活動を希望する生徒 

の割合が85.3%から89.4%へと高まった。このこ 

とは、避難所運営(想定)事業等を通して他者と 

「かかわる」大切さを認識できたからと考える。 
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